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JENESYS2021 日ラオス・オンライン交流 

（都市開発交流）の記録 

 

１. 概要 

【目的】ラオスの青年が、日本のリサイクルや公共交通に関する取り組みについて理解を深めると

共に、その学びや気づきを SNS で発信してもらうことで、ラオスにおける対外発信の強化を図るこ

とを主目的に、本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】ラオスの高校生、専門学校生、大学生・大学院生、社会人、行政官等 計 47 名 

 

【訪問地】埼玉県、東京都、沖縄県、長野県 

 

【日程】    

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

以下 2 日間の参加人数：31 名 

2021 年 

10 月 13

日 

埼玉県 

【視察・質疑応答】 

ジャパンビバレッジ 飲料空容器再資

源化工場「リサイクル・プラザ JB」 

講義 

「日本の自動販売機について」 

1. リサイクル・プラザ JBの概要説明 

2. リサイクル・プラザ JB工場見学  

3. 補足説明・質疑応答  

講義と工場見学を行いました。質疑応答で

は、なぜ私たちはリサイクルをする必要が

あるのか、リサイクルをしないことでどん

なメリット（デメリット）があるのか、日

本国内で発生したごみだけをリサイクルし

ているのか、工場を立ち上げた理由などの

質問がありました。ラオスでは、労働者が

換金可能なごみを回収し、リサイクル業者

に非常に安く買い取られる現状があること

から、今後ごみの価値が高くなるように日

本に援助してほしいなどの声もありまし

た。 

2021 年 

12 月 11

日 

埼玉県 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 講義 

「見える化と人間力による交通まちづ

くりの取り組み」 

講師：イーグルバス株式会社 取締役 

谷島 賢氏  

2. 質疑応答 

環境問題を考慮して電気バスが導入された

のか、新型コロナウイルス感染症感染拡大

によりどのような影響を受けたか等、質問

が多数ありました。また、同社が関わって

いるビエンチャンバス公社とのプロジェク

トに関する質問もありました。 

以下 6 日間の参加人数：16 名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 



 

2 

2022 年 

2月 10日

～ 

【動画視聴】 

1. ホームビジット体験 

2. 南三陸町からのメッセージ 

3. 白馬の環境への取り組み 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。 

2022 年 

2月 16日 

東京都 

 

【オリエンテーション】【ウェビナー・質

疑応答】 

1. オリエンテーション（グループ別） 

2. 講義・質疑応答 

「日本の魅力」 

講師：千葉大学国際未来教育基幹 教

授 織田 雄一氏 

3. ラオスの JDS 留学生*のプレゼンテー

ション 

「日本生活紹介」 

広島大学 ニアヴーイェワン氏 

4. グループ別交流 

 

* 人 材 育 成 奨 学 計 画 （ The Project for Human Resource 

Development Scholarship：通称 JDS）：政府の「留学生受入 10 万

人計画」の下、実施されている無償資金協力による留学生受入事業。 

講義では、地理、文化、宗教、教育、先端技

術などの日本の基本情報を中心に紹介しま

した。参加者からは、「中高の教育制度の違

い」「家庭での教育」「日本の英語教育」等、

日本の教育制度について多くの質問があり

ました。ラオスの JDS*留学生のプレゼンテ

ーションは、自己紹介から始まり、日本で

の生活体験や印象、JDS 生とのイベントな

ど日本での生活を紹介していただきまし

た。最後にグループに分かれ、最終報告会

に向けての役割決めを行いました。 

 

 

2022 年 

2月 17日

沖縄県読

谷村 

 

【ホームビジット、交流】 

訪問先：沖縄県読谷村 

1. 読谷村の紹介 

2. バーチャルシュノーケリング 

3. ホームビジット体験、交流 

4. 写真撮影 

内陸国であるラオスの参加者は、シュノー

ケリングの動画を観た際、海の中の生き物

を見て感動していました。また、環境を守

るため海岸で毎月ゴミを拾う活動があるこ

とを知り、関心を持ったようでした。 

ホームビジットでは、沖縄の伝統衣装や沖

縄料理等の紹介に興味津々の様子でした。

またラオスの参加者は自宅の様子を紹介す

る等して、積極的に交流をしていました。

お互いに実際に訪れることができた場合、

どのようなお土産が喜ばれるか質問し合っ

ているグループもありました。 

2022 年 

2月 18日

長野県白

馬村 

 

【自治体訪問、交流】 

訪問先：長野県白馬村 

1. 白馬村のスキー場からの中継、滑走体

験 

2. 白馬村の概要、白馬村の農業と観光に

ついての紹介 

参加者はスキー場からの中継に驚き、また

観光業や農業についての紹介に対しては、

熱帯の国ラオスとは気候的背景が異なるた

め、興味深く捉えていた様子でした。「夏

の観光について」「民宿に宿泊する時のル

ールについて」「雪の中での野菜の収穫は
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3. 質疑応答 

4. 写真撮影 

重労働ですがコストがかかるのでは？」等

多くの質問がありました。 

2022 年 

2月 21日 

東京都 

 

【ワークショップ】 

1. プログラムの振り返り 

2. アクション・プラン策定、発表準備 

プログラム全体を通しての学びから、グル

ープに分かれてアクション・プランを策定

し、報告会に向けて発表の準備を行いまし

た。 

2022 年 

2月 22日 

東京都 

 

【報告会】 

1. 参加者による発表 

2. 講評 

プログラム後 3 か月以内に実施するアクシ

ョン・プランについて英語と日本語で発表

しました。日本について幅広い対象に発信

する独創的なプランがいくつも提案されま

した。 

 

２. 記録写真 

 
 

2021 年 10 月 13 日【視察・質疑応答】ジャパ

ンビバレッジのリサイクル工程についての講義 

2021 年 10 月 13 日【視察・質疑応答】工場に

おける実際の工程を中継する様子 

  

2021 年 10 月 13 日【視察・質疑応答】リサイ

クルのメリットとデメリットについての質問に

答える講師 

2021 年 10 月 13 日【視察・質疑応答】活発な質

疑応答の後、記念撮影を行う様子 
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2021 年 12 月 11 日【ウェビナー・質疑応答】

講義の様子 

2021 年 12 月 11 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 

  

2022 年 2 月 16 日【ウェビナー・質疑応答】講

義の様子 

2022 年 2 月 17 日【ホームビジット、交流】読

谷村の紹介 

 
 

2022 年 2 月 18 日【自治体訪問、交流】白馬村

でのスキー体験 

2022 年 2 月 18 日【自治体訪問、交流】白馬村

の付加価値の高い農業の紹介 
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2022 年 2 月 22 日【報告会】アクション・プラ

ンの発表 
2022 年 2 月 22 日【報告会】記念撮影 

 

３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加社会人 

JICE がこのような機会を与えてくれ、今回のプログラムに参加することができて嬉しかったです。 

 

 参加大学生 

明確でわかりやすい資料が共有され、写真や図表を通して理解を深めることができました。また、

様々な統計にも関心を持ちました。講師も、とても優しく丁寧に語りかけてくれ、講義を楽しむこ

とができました。 

 

 参加社会人 

バス乗客数の減少という課題に対し、公共バス利用者数を再度増やす手法を学びました。 

 

 参加大学生 

今まで知らなかった日本人の体験（企業の取り組み）を聞いて、今までよりももっと日本について

知りたいと思いました。 

 

参加高校生 

とても充実したプログラムで、多くの新しいことを学ぶことができました。これからも多くの長期

プログラムに参加し、さらに多くの知識を得たいです。メンバーの中には SNS 投稿に抵抗がある方

もいて、どのようにして日本のことを広めるか課題が残りました。 

 

 参加高校生 

早く日本に行きたいと思いました。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 協力団体 

準備段階から、ラオスについてさまざまな文化や歴史などの情報を受け入れ家庭のみなさんと共有

することで、今まで意識してこなかったラオスに関する現在の情報も得ることができました。受け

入れ家庭の親族がラオスに滞在していた話にもつながり、国際交流の良いきっかけをいただけまし

た。オンライン交流時もラオスの参加者から、積極的に自国の食べ物や建築などの紹介もいただけ

ました。 
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５. 参加者の対外発信 

 

 

2021 年 10 月 13 日（Facebook） 

このような良いプログラムを実施していただ

き、感謝しています。私は日本が大好きです。日

本のごみ処理の過程を見て、価値がないと思わ

れるごみを再利用することに感動しました。ご

みであっても考え方・利用の仕方次第で価値を

生み出すことができるということを学びまし

た。日本に一度行ってみたいです。日本で様々

なことを学び、ラオスの発展のため繋げていき

たいです。最後に、この学び多いプログラムを

支えている全ての機関に感謝を述べたいです。

ありがとうございました。 

2021 年 10 月 13 日（Facebook） 

まず初めに、今回のオンラインプログラムに参

加させていただいたことにお礼を申し上げま

す。ごみが実際どのようにしてリサイクルされ

るかを学びました。原料ごとに再利用すること

ができ、最終的に各原料が何に生まれ変わるの

かをよく理解できました。様々な情報を提供し、

見学させていただいたリサイクル・プラザ JB に

感謝します。それぞれの過程を見ることができ、

私たちからの質問にも丁寧に回答してください

ました。多くを学ぶことができました。今回の

プログラムでの学びを自分の日常生活に生か

し、ごみをリサイクルできるよう、しっかりと

分別したいです。 
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2021 年 12 月 11 日（Facebook） 

バスについて、様々な情報・知識を共有いただ

き有難うございました。日本ではバスの利用者

が減少していること、その課題解決法を模索し

ていることも知りました。皆さん、ラオスでお

会いしましょう。 

2021 年 12 月 11 日（Facebook） 

素晴らしい経験でした。日本の公共交通機関に

ついて多くのことを学びました。 私は、日本の

公共交通機関は素晴らしいと思っていました。

日本国民の多くは、性別や年齢を気にせずに快

適に利用できるからです。 しかし、プログラム

に参加した後、日本が直面している問題とそれ

らの解決策を目にし、この問題にどのように取

り組み、力を注いでいるかということが印象に

残りました。 最後に、プログラムに参加できた

ことを光栄に思います。感謝しています。 
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2022 年 2 月 17 日（Facebook） 

2 日目（JENESYS オンライン交流プログラム） 

今日は、沖縄県読谷村にバーチャルホームビジ

ット体験をして多くのことを学びました。 

沖縄の海は、ラオスでは見たこともないような

いくつもの動物がいて、豪華でした。 

海を見た後は、スタッフの方が読谷村にオンラ

インで連れて行ってくださり、地元の生活を紹

介していただきました。私たちが訪ねた家庭の

方は、そこでの生活を丁寧に惜しみなく紹介し

ていただき共有することができました。 

2 日目のプログラムで私が印象に残ったことで

す。 

— 水中動物の保護 

— ハウスデコレーションは、日本文化に直接触

れることができると感じ、とても興味深かった

です。 

その後のグループ別交流では、自分たちが学ん

だことを共有し、他の人の考えを知ることがで

きました。 

プログラム 3 日目もより多くの知識を得ること

を願っています。 

では、またお会いしましょう！ 

2022 年 2 月 18 日（Facebook） 

はいさーい！ 

なんと今回は対日理解促進交流プログラムに

て、ラオスの高校・大学生の皆さんと交流機会

を持ちましたよ～！ 

次は必ず沖縄で会いましょう！ 

JICE の皆様、読谷村とラオスの国際交流機会を

頂きありがとうございます。 

合計 3 時間に渡るステキな交流の様子をいくつ

か投稿を分けてお届けします！ 
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2022 年 2 月 20 日（Facebook） 

プログラム 3 日目 

今日のプログラムが始まった時も興奮して感動

しました。冬の白馬の観光村に連れて行ってい

ただき、雪上のスキー講座のライブ中継を見ま

した。観光事業は、この町の主要な収入源です。

経済の大半は観光産業に支えられています。ス

キーは冬のアクティビティとして最も人気があ

ります。夏の気温が高い時期は、ホテル、レスト

ラン、スキー場、山小屋、温泉などの異なるタイ

プのアクティビティが用意されています。 

白馬市は人口の少ない市ですが、日本最大の山

小屋があり、500 の住居があります。農業分野

では、夏は米とりんごを栽培し、冬はキャベツ、

ニンジンなど他の野菜を栽培します。収穫や植

え付けをするトラクターや殺虫剤は、すべて時

間やお金を節約し、生産性を上げるため、また

収穫の工程をサポートするために農家で利用し

ています。さらに、最先端の機械は、大きさ、種

類、色、製品品質によって選び使用されます。前

述したものは、すべて教育的な体験です。この

新しい知識は、プロジェクトで働く方から白馬

村の観光と農業産業の開発に関するプレゼンテ

ーションで聞きました。 

プログラムの最後にグループで、プログラムの

内容、印象などについて考え意見を述べます。

また、今後の作業について意見交換をして、計

画を立てます。できるだけ早くこのプロジェク

トに参加できる準備を整えたいです。 
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６. 最終報告会でのアクション・プランの発表 

グループ 1 

 

 

日本についての情報発信のハイライト 

 

 実施理由：日本文化や観光に関する知識、ま

たその他日本の特徴についてグループメンバー

のコミュニティーで紹介する 

 実施時期：2022 年 2 月 28 日より 

 実施する者：グループメンバー全員 

 ターゲット；グループメンバーの友人、職場 

 実施内容： 

- Facebook ページにて週に２つ投稿する 

- 期間：3 か月間もしくはそれ以上 

 実施方法 

- 月～水曜日：コンテンツのアイデア出し 

- 水曜日夕方：コンテンツ決定 

- 木・金曜日：グラフィックを作成する（ポス

ターデザイン） 

- 金曜日夕方：ポスター完成 

- 土曜日：Facebook に投稿 

グループ 2 

 

 

 実施理由：主に、ラオスの人々が日本文化を

学び、体験し、触れ合うことができるようにす

るため 

 ターゲット： 

- ラオスの人々 

- SNS 

 実施する者：グループメンバー 

 実施方法：Facebook に投稿（週に 3～4 回）

する 

 実施時期：3 か月間もしくはそれ以上 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 


